
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2024/9/29(No.1317) 

年間第 26 主日 (マルコ 9:38-43,45,47-48) 
多様性を認めて神の国が豊かになる 

 

信徒の皆さんは、司祭の異動を通して次の経験をしたことがあるで
しょう。「前の神父様はこうしていたけれども、今度の神父様は違う仕
方をする。」ここで信徒の皆さんが偉いなぁと思うのは、以前のやり方
と今度の神父様のやり方が違っていても、徐々に合わせてくれるという
点です。  

「前の神父様のやり方しか受け入れない」ではなく、「今度の神父
様のやり方でも、教会を前に進めていこう」その精神が偉いなぁと思う
のです。今週の福音朗読はまさにそうした体験と重なる出来事が起こっ
ています。  

「ヨハネがイエスに言った。『先生、お名前を使って悪霊を追い出
している者を見ましたが、わたしたちに従わないので、やめさせようと
しました。』」（9・38）当時、教会共同体があちこちで生まれてくる中
で、「自分たちと違う」「これまでと違う」そういう違和感を覚えた共
同体とぶつかっています。  

しかしイエスの答えは違っていました。「やめさせてはならない。
（中略）わたしたちに逆らわない者は、わたしたちの味方なのである。」
（9・39-40）違いを、認め合うことで、どんな集まりでも豊かになって
いくのです。それは教会共同体でも全く同じです。  

皆さんがすでに体験したことを一つ、例に挙げましょう。聖書愛読
運動は、長崎教区で取り組んで 22 年になりますが、どの書物を、どのよ
うに読むのか、二年前と去年からの取り組みとは全く違うでしょう。「前
までの取り組みと違うのでやめさせようとしました」と考えますか？決
してそうは思わないでしょう。  

むしろ、「こんな聖書愛読の仕方もあるんだなぁ」と、豊かさを味
わうまたとない機会になっていると思います。主任司祭は小教区を三つ
回っていますが、それぞれ、どの書物を読むか、どのように取り組むか、
違いがあります。それは混乱をもたらすものではなく、確かに豊かさを
もたらし、聖書に親しみを持つ機会となっているのです。  

違いがあるところでは、時に摩擦を生むかも知れません。お互いに、
「自分たちのやり方が絶対良い」とさえ言い出す人が現れるかも知れま
せん。けれども、違うということに、少し窓を開いてもらえないでしょ
うか。自分と違う人に少し心を開くと、「どうすればお互いの良いとこ
ろを活かせるか」考えるようになるでしょう。それは豊かさを生む鍵だ
と思うのです。  

こちらに住んで、景色はさほど特別とは感じませんが、石垣は立派
だなぁと感じることがあります。武家屋敷通りとか、立派ですよね。石
垣を積み上げている石は、もちろん一つずつ、少しずつ違いがあります。
違いを見極めながら、かつて職人たちが石を積み、立派な石垣に仕上げ
たのです。人工の石垣にはない美しさと強さが、それぞれ違う石を積み
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上げた石垣の素晴らしさです。  
教会に集まる皆さんも、一人一人、違っています。もし違いを認め

ないなら、偏った教会家族になり、もろさを晒してしまうでしょう。違
いを認め、活かし合うのは難しいことですが、最後に一つの家族にして
くださるのはイエスです。「わたしたちに逆らわない者は、わたしたち
の味方なのである」と仰ったイエスが、今日も、この教会を豊かにして
くれます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆逆らわない者は味方  
9:38 ヨハネがイエスに言った。「先生、お名前を使って悪霊を追い出し
ている者を見ましたが、わたしたちに従わないので、やめさせようとし
ました。」  
9:39 イエスは言われた。「やめさせてはならない。わたしの名を使って
奇跡を行い、そのすぐ後で、わたしの悪口は言えまい。  
9:40 わたしたちに逆らわない者は、わたしたちの味方なのである。  
9:41 はっきり言っておく。キリストの弟子だという理由で、あなたがた
に一杯の水を飲ませてくれる者は、必ずその報いを受ける。」  
◆罪への誘惑  
9:42 「わたしを信じるこれらの小さな者の一人をつまずかせる者は、大
きな石臼を首に懸けられて、海に投げ込まれてしまう方がはるかによい。 
9:43 もし片方の手があなたをつまずかせるなら、切り捨ててしまいなさ
い。両手がそろったまま地獄の消えない火の中に落ちるよりは、片手に
なっても命にあずかる方がよい。  
9:45 もし片方の足があなたをつまずかせるなら、切り捨ててしまいなさ
い。両足がそろったままで地獄に投げ込まれるよりは、片足になっても
命にあずかる方がよい。  
9:47 もし片方の目があなたをつまずかせるなら、えぐり出しなさい。両
方の目がそろったまま地獄に投げ込まれるよりは、一つの目になっても
神の国に入る方がよい。  
9:48 地獄では蛆が尽きることも、火が消えることもない。  
 

年間第 27 主日 (マルコ 10:2-6) 


